
京都芸術センターが2000年4月に開館して以来、毎月発行している京都

芸術センター通信「明倫art」が、今回で200号を迎えます。本紙は、京都

市内を中心に全国の美術館や博物館、劇場、大学などの芸術文化施設

で無料配布しています。イベントや公募の情報、アーティストへのインタ

ビューなどによって、京都芸術センターの多彩な活動をお伝えするとと

もに、若手批評家の視点でより広く関西圏の芸術文化活動を紹介する

レビューを掲載してきました。一色刷りからカラー印刷、A4サイズからA3

サイズまで、紙面のレイアウトやロゴ、構成は何度か変遷をとげながら

現在にいたります。これからも皆さまのお手元で、芸術文化の新しい息吹

を感じていただくために、新しい号を重ねていきたいと思います。
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込くだ
さい。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2016
Maya Watanabe 成果発表展
ペルー出身の映像作家による、京都で製作し
た新作『EARTHQUAKE』を上映。
会期：	1月７日（土）－2月19日（日）

	 10:00－20:00 
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ワークショップルーム2

「冬休み芸術体験教室」作品展示
冬休み芸術体験教室「写真をとって、俳句を
つくる」に参加した子どもたちの作品を展示。
会期：1月10日（火）－22日（日）
	 10:00－22:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：インフォメーション
主催：京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京の文化絵巻Ⅱ~The Exhibition~」
会期：	1月10日（火）－2月7日（火）

	 10:00－20:00 
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南
出展作家：村山明（木工芸家・人間国宝）

　　　　　伊勢信子（立体造形作家）

主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文
化協会

※Topic02もご覧ください

藝文京展 2017
公益財団法人京都市芸術文化協会による公
募展。今回は「白と黒の調和」をテーマに、書
からカリグラフィー、タイポグラフィーまで、文
字を扱う作品を展示。
会期：	1月15日（日）－2月11日（土・祝）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	フリースペース
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会、京都芸術センター

伝統

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第5回「一谷嫩軍記～熊谷陣屋」
日時：	1月7日（土）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

素謡の会「世うつしの鏡」
第4回『紅天女』
漫画『ガラスの仮面』（作・美内すずえ）から生ま
れた新作能を素謡で上演。能楽がうつす現
代、そして未来を見つめます。
日時：	1月26日（木）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

出演：	田茂井廣道、角当直隆、山崎正道、
	 味方團
特別ゲスト：梅若玄祥、竹市学
料金：	前売1,500円／当日1,800円

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第43回「書の心を知る」
月イチは月に一度は古典芸能に触れ親しもう
という企画。1月は書に着目します。
日時：	1月30日（月）19:00－20:30
会場：	大広間
講師：	真神仁宏（建仁寺塔頭 正伝永源院住職）

料金：無料
定員：70名（先着順／要事前申込）

明倫茶会

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京の文化絵巻Ⅱ～The Tea～」
大蔵流狂言師・茂山あきらが席主となってお
もてなしします。あきら流の「笑」とは…？乞う
ご期待！
日時：	1月21日（土）13:00／15:00
会場：	大広間
席主：	茂山あきら（狂言師）

内容：	番茶
定員：	各回40名（先着順／要事前申込）

料金：	1,000円
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術

文化協会、京都芸術センター
※Topic02もご覧ください

音楽

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#2  山崎阿弥

『声の徴候｜声を 声へ 声の 声と』

re:verb
声に触れる／触れられるような響きと感触を
山崎の声（録音）で作り出すインスタレーション。
会期：	2016年12月17日（土）－1月22日（日）

	 10:00－22:00
		  ※和室「明倫」は20:00まで
		  ※観覧無料
会場：	北館スロープ1階－3館、和室「明倫」
作家：	山崎阿弥

re:cite
世界を巡り漂うものを「結露」させるように音を奏
で、私たちと時空を共有するパフォーマンス。
日時：	1月20日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演：	山崎阿弥（歌・声）、石川高（笙）

	 森重靖宗（チェロ）

料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）

京都市交響楽団×京都芸術センター
Kyo×Kyo Today vol.7

「ロマンティック・バリエーション」
京都市交響楽団の弦・管・打楽器の精鋭メン
バー9名による、華やかなアンサンブル。
日時：	2月1日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
曲目：	サラサーテ「チゴイネルワイゼン」バル

トーク「ルーマニア民俗舞曲」 ほか
出演：	中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子

（ヴァイオリン）、小田拓也（ヴィオラ・編

曲）、渡邉正和（チェロ）、出原修司（コン

トラバス）、筒井祥夫（クラリネット）、中野
陽一朗（ファゴット）、ハラルド・ナエス（ト

ランペット）、中山航介（パーカッション）

料金：	一般前売1.800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴ
あ（Pコード：314-967）

※Topic01もご覧ください

ダンス

アーティスト・イン・レジデンスプログラム
－KAC×SDC－
ソ・ギョンソン ワークショップ
身体の動きや流れを紙にトレースしながら、
身体の「地図」をつくるワークショップ。
日時：1月12日（木）19:00－21:00
	 13日（金）19:00－21:00

14日（土）17:00－19:30
会場：	制作室7
定員：	各回15名
料金：	無料
持物：	クレヨンもしくはカラーペン、紙
※全日参加が望ましい

トークイベント

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京の文化絵巻Ⅱ ～The Symposium ～」
次代を担う子どもたちに伝えたい「京都の美
しい暮らし」と、その暮らしを支える文化の底
流について語り合います。
日時：	1月22日（日）13:30－16:00
会場：	講堂
登壇：基調講演

近藤誠一（公益財団法人京都市芸術文化
協会理事長）

パネラー
片山九郎右衛門（観世流能楽師）

小島冨佐江（京町家再生研究会理事長）

続木創（株式会社進 堂々代表取締役社長）

近藤誠一
コーディネーター：井上あさひ（NHK京都放送

局アナウンサー）

定員：	200名（先着順／要事前申込）

料金：	無料
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会
※Topic02もご覧ください

アーティスト・イン・レジデンス
シンポジウム2017
日時：	2月4日（土）13:30－17:00
会場：	講堂

第1部 ディスカッション「移動することと創作活動」
13:30－15:00
登壇者：James Muriuki（アーティスト、キュレー

ター）、劉璐姗（アーティスト）、三原聡一
郎（アーティスト）

モデレーター：日沼禎子（女子美術大学准教授、

陸前高田AIRプログラムディレクター）

第2部 ディスカッション「ネットワークの活用」
15:30－17:00
登壇者：孫莉（A4 Art Museumエグゼクティブディ

レクター）、日沼禎子（女子美術大学准教

授、陸前高田AIRプログラムディレクター）、
横堀ふみ（NPO法人DANCE BOXディレク

ター）、山本麻友美（京都芸術センターチー

フプログラムディレクター）

モデレーター：佐々木雅幸（文化庁文化芸術創

造都市推進室長）

料金：	無料（先着順／要事前申込）

※逐次通訳あり
※Topic03もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ（参加無料・要事

前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

劇団ZTON
「劇団ZTON殺陣教室 入門編」
劇団ZTONが得意とする「殺陣」をレクチャー
します。今回は木刀を使った立ち回りに挑戦
します。
日時：	１月９日（月・祝）10:30-12:30
会場：	制作室9
定員：	15名
対象：	全年齢対象(未就学児・小学生は応相談)

持物：	動きやすい服装、水分

発表支援事業（共催事業）

第8回 森悠子のプロペラプロジェクト
～子ども音楽道場～
森悠子による2日間の音楽教育プログラム。最
終日に公開リハーサルで成果を発表します。
日時：	1月8日（日）、9日（月・祝）10:30－16:00
　　　［公開リハーサル］
	 1月9日（月・祝）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
講師：	森悠子
対象：	ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コント

ラバスのいずれかの楽器を習ってい
る小・中学生

教材曲：モーツァルト「アイネ・クライネ・ナハ
トムジーク」

料金：［受講料］両日12,000円／1日7,000円
　　　［聴講料］両日 2,000円／1日1,000円
		  ※公開リハーサルは入場無料
主催・問合せ：長岡京室内アンサンブル事務局
　TEL：075-351-5004
　E-mail：office@musiccem.org

点の階『・・・』
盤上競技「点転」を巡る、勝つこと、負けるこ
と、終わること、終わらせることについての一
幕劇。
日時：	1月12日（木）15:00／19:00
	 13日（金）16:00／20:00
	 14日（土）11:30／19:00
	 15日（日）11:30／17:00
会場：	講堂
料金：	一般前売1枚券2,800円、2枚回数券

5,000円、3枚回数券7,500円／当日1
枚券3,200円

	 U25 3枚回数券5,700円
主催・問合せ：階
　TEL：090-5072-0496
　E-mail：tennokai2017@gmail.com

制作支援事業

日置あつしソロ舞踊公演『極楽鳥の森』
国際的に活躍する気鋭の日本舞踊家・コンテ
ンポラリーダンサーが『極楽鳥』を舞います。
日時：	1月6日（金）19:00
	 7日（土）15:00／19:00
	 8日（日）15:00／19:00
	 9日（月・祝）15:00
		  ※開場は開演の30分前
		  ※15:00の回は未就学児可
		  ※日替わりゲスト出演予定
会場：	アトリエ劇研（京都市左京区）

料金：	前売2,500円／当日3,000円
	 中学生以下無料
問合せ：『極楽鳥の森』上演実行委員会
　TEL：090-9873-9198
　E-mail：info@sugarandsalts.jp

VOGA『Social talk』
野外舞台を基本とするVOGAの5年ぶりとな
るホール公演。独自の動作と音楽と光と映像
の中で紡ぎ出す物語。
日時：	1月13日（金）19:00
	 14日（土）13:30／19:00
	 15日（日）13:30／19:00
	 16日（月）19:00
		  ※受付開始は開演の45分前
		  ※開場は開演の30分前
会場：	京都府立文化芸術会館（上京区）　
料金：	一般前売4,500円／当日5,500円
	 学生前売2,800円／当日3,800円
	 ペア券8,400円［前売のみ］
問合せ：OfficeVOGA
　TEL：050-3556-0462（齋藤）　　　　　
　E-mail：info@lowotarvoga.net

木ノ下歌舞伎『隅田川・娘道成寺』
歌舞伎舞踊の大曲を女性ソロダンスとして新
演出し、2本立てで上演。
日時：	1月26日（木）－29日（日）   
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	一般前売3,000円、U-25 2,300円
	 高校生以下1,000円（予約のみ）

	 当日3,300円
問合せ：木ノ下歌舞伎
　TEL：050-3636-3734　　　　　
　E-mail：info@kinoshita-kabuki.org

劇団ZTON 10th Anniversary
『覇道ナクシテ、泰平ヲミル
【護王司馬懿編】』
2013年から続く劇団ZTON『覇道ナクシテ、
泰平ヲミル』の完結編。
日時：	1月27日（金）18:30
	 28日（土）18:00★
	 29日（日）12:00／16:00

※受付開始は開演の45分前、開場は30分前
※★印のステージはアフターイベント（写真

撮影会）を実施
会場：	ABCホール（大阪市福島区）

料金：	一般前売3,800円／当日4,500円
	 U-23前売3,300円／当日4,000円
問合せ：合同会社 office ZTON　　　　　
　E-mail：info@office_zton.com

東アジア文化都市2017京都
オープニング事業
日中韓の3都市が文化交流を行うことに
より、東アジアの相互理解と連帯感の形
成を促進する「東アジア文化都市」がい
よいよ開幕。オープニング事業の一環と
して、日中韓のコラボレーション作品を
京都芸術センターで上演します。
日時：	3月19日（日）

	 開場14:30 開演15:00
会場：	講堂

第一部 音×舞
出演：	朴守賢（作曲）

	 金一志（韓国舞踊）

	 杵屋浩基（三味線）

	 崔理英（ピアノ）

	 李在洙（大
てぐむ
芩）

	 清水久恵（二胡）

	 片山賀子（ソプラノ）

第二部 狂言×中国変面「からくり人形」
作・演出：村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユ

ニット主宰）

出演：	茂山千五郎（狂言師）

	 茂山茂（狂言師）

	 姜鵬（中国変面師）

	 中村壽慶（邦楽囃子方）

	 井口竜也（狂言師）

料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

定員：	200名
※小学生は保護者の同伴が必要
申込：	1月25日（水）より受付

第245回 市民狂言会
日時：	3月3日（金）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：子の日、子盗人、地蔵舞、空腕
出演：	茂山七五三、千五郎、茂、逸平 

ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：455-010）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸
術センターにて取扱

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブ
ン、サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

年末年始休館のお知らせ
期間：2016年12月28日（水）－1月4日（水）
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アーティスト・イン・レジデンスプログラム2016 Maya Watanabe 成果発表展（1/7－2/19）

公益財団法人京都市芸術文化協会 創立35周年記念事業 「京の文化絵巻Ⅱ~The Exhibition~」（1/10－2/7）

藝文京展 2017（1/15－2/11）

五感で感じる和の文化事業 伝統芸能ことはじめ
第5回「一谷嫩軍記～熊谷陣屋」

素謡の会「世うつしの鏡」 第4回『紅天女』

五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ
第43回「書の心を知る」

明倫茶会 公益財団法人京都市芸術文化協会 創立35周年記念事業
「京の文化絵巻Ⅱ～The Tea～」

KAC Performing Arts Program 2016 / Music 風水のこえをきく#2  山崎阿弥
『声の徴候｜声を 声へ 声の 声と』 re:verb （2016/12/17－1/22）

KAC Performing Arts Program 2016 / Music 風水のこえをきく#2  山崎阿弥
『声の徴候｜声を 声へ 声の 声と』 re:cite

公益財団法人京都市芸術文化協会 創立35周年記念事業
「京の文化絵巻Ⅱ ～The Symposium～」

［明倫WS］劇団ZTON 「劇団ZTON殺陣教室 入門編」
［共催］第8回 森悠子のプロペラプロジェクト～子ども音楽道場～

アーティスト・イン・レジデンスプログラム－KAC×SDC－
ソ・ギョンソン ワークショップ

「冬休み芸術体験教室」作品展示

［共催］点の階『・・・』

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726
thu fri sat sun sunfrisunthu thusatfri
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「風ぐるま」は高橋悠治（作曲・ピアノ）、波多野睦美
（声）、栃尾克樹（バリトンサックス）によって結成されたトリ

オである。今回のプログラムはすべて時里二郎の詩に

基づいている。前半は、「鳥のカタコト　島のコトカタ」

から6つの作品が演奏された（このうち4作品は初演）。こ

れは、名井島という瀬戸内海に浮かぶ小さな島に住む

猫たち、人間と変わらない言語能力をもつ「壊れた」ア

ンドロイドのお話。

特に興味深かったのは、三人の関係性である。一見、

ピアノやサックスは、歌の拍のどことも一致しておらず、

すべてが無関係に自由に動いているようなのに、統制が

とれている。奏者が鋭敏な耳をもっていなければこうは

ならないだろう。ひらがなで書かれた詩の単語の途中で

歌が途切れる方法も古くて新しい。例えば「ないしまの」

という作品の「猫の通いしを　ひそと辿るあにいもうと」

という箇所では、「ね　こ　のかよひ　しをひそと　た

　とるあに　いもうと」と歌われる。これについて作曲者

はプレトークのなかで、分かち書きなど平安時代の平仮

名文化との関連を示唆した。聴いてみると、語を際立た

せるような音楽によって、単語の意味をなさない言葉に

新たな生命を吹き込まれ、音が鳴っていない間にも何か

が聴こえてくるような不思議な感覚に陥った。

後半の「納戸の夢　あるいは　夢のもつれ」は、人

の夢のなかを棲み処とする妖精が、男の夢に入り込ん

だ時のお話。病を患った母が過ごした納戸には、彼女

単管パイプに組まれた巨大な画布に描かれた岩熊の

《ニセアカシアの木のしたで》は、その大樹の根が崩れ

傾いたかのように無骨に横たわる。ニセアカシアは19世

た原油流出事故の新聞記事が掲示されていた。2008年

に制作されたこれらの2作品には原油の存在が共通して

おり、韓国の事故が何らかの立脚点だったことが想像さ

れるが、見えてくるのは悲劇という形式や生き物の姿を

借りて語ることで政治的な思考を中断し、世界の在り様

をそのままに確かめようとする作家の態度である。

デ・ラ・トーレは、訪れる土地の文脈や歴史を身体に

読み込み制作する作家だ。《川の流れのように》は日本

の水や食料をモチーフにしたインスタレーションで、オー

プニング・パフォーマンスの痕跡とも見える。パフォーマ

ンスは、人々がテーブルの下から腕を伸ばして川の水が

入ったコップを手渡していく等3つの行為が同時進行す

るもので、生命の源である水が汚染されることの不安を

想起させた。一方、映像作品《聖火》はフクシマを象徴す

る映像やモチーフが随所に表れるが、妖精にも見える登

場人物たちの滑稽さによってその意味が無効化されてい

く。ただ映し出されるのは、全人類の関心事となった「フ

クシマの核の惨事」をオリンピックという大行事によって

記憶から消し去るのではなく聖火リレーのように受け継

ごうとする姿だ。

事前になされた作家間の往復書簡では社会的な現実

紀に輸入され植生を悪変させた駆除対象種だが日本で

アカシアと呼称され続けており、近代および敗戦後の日

本における西洋化の特異な状況を揶揄するモチーフで

ある。傍らには石仏の頭部や死者に手向ける花が置か

れ、世界の果てを思わせる景色だ。一方《Our Horizon》

は畳が積み重ねられているが、一角に差し込まれたス

ポーツシューズの為に緩やかな傾斜がついている。その

不安定な地平を、瓶に閉じ込められながら中世風の庶

民がよちよち歩く姿はどこか飄 と々して楽しげだ。いず

れも山水画家を自称する岩熊の、近代に忘れ去られた

人々の夢の跡を浮かび上がらせ、風景化し、達観しよう

とする世界観が見られる。

ソンの 映 像 作 品 のうち《 T h e  1 6 t h  b o o k  o f 

Metamorphoses》は地球の誕生から創成期までをソン

の声が語る神話的なアニメーションだ。ある鯨の死に悲

しみ怒った恐竜が地球を原油に沈め世界を終わらせる

という悲哀の恋物語である。会場には潜水艦が発する超

音波の為に方向感覚を失った鯨がテムズ川に迷い込み、

やがて死に至ったという英国ガーディアン誌の記事も掲

示されていた。《Mohang》は魚の目線のカメラが海面や

半島の岸壁を映しており、こちらは2007年に韓国で起き

に根ざし制作するそれぞれの立場が語られていたが、そ

れらの表現は特定のイデオロギーや政治的メッセージを

直接的に訴えるものではなかったと思う。意見の対立や

分断の狭間で思考停止しそうな、複雑な社会の出来事

に対して、見る者に異なる経験を引き起こすこと、ある

いは経験可能な領域を生み出すこと、その芸術の可能

性を考えさせられた。

『風ぐるま―　2016　秋　夢のもつれ
猫は聴いた　二つの物語』
11月18日（金）　
ザ・フェニックスホール（大阪市北区）

Ocean Currents
11月12日（土）－12月11日（日） 瑞雲庵（京都市北区）
11月19日（土）－12月4日（日） Gallery PARC（京都市中京区）

アーティスト：ロベルト・デ・ラ・トーレ（メキシコ）、
ソン・サンヒ（韓国）、岩熊力也（日本）

企画：山本聖子

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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図書室休室日：1月31日（火）

無から生まれ、また無に返る

「制作は世界を
思いやること」

（ソン・サンヒの言葉より）

音楽

美術

筒井はる香

内山幸子

が幼少期に遊んだ薬箪笥がある。夢に入り込んだ妖精

は、まず箪笥の上にある青い吹きガラス瓶に乗り移り、

次いで青い目の猫に姿を変える。男と恋に落ちた猫は

やがて女の体を纏う。一方で、母の朝子の日記が朗読

され、床に伏せる彼女は、納戸で薬箪笥を通じて少女

の頃の記憶を蘇らせる。

このように、物語は猫と朝子のモノローグによって進

行する。舞台中央と右側を行き来することによって二人

の世界が空間的に演出されていたが、歌のような語り、

語りのような歌の間を繊細に往来できる波多野の高い

表現力があってこそ可能となる。

作曲者自身の解説によると、音楽は「人の夢のなかに

入り込んでいくように人の『音楽』のなかに入り込んでい

くようになっている」。シューマンの「夢のもつれ」やモン

テヴェルディの「オルフェオ」などの音楽の様 な々場面で

できているそうだが、私の耳に届いたのは音楽という素

材を縮絨させて出来た音の塊と、温かい静寂だ。独特

な手法によって、魂の宿った言葉が一層研ぎ澄まされ、

今、聴いているのは音楽なのか、それとも言葉の残像な

のか分からなくなった。最後の歌詞「ことも切れたように

無残な姿をさらしていた」の後、一瞬のうちに現実に立ち

返った。無から生まれ、そしてまた無に戻る。人も芸術も。

つつい はるか／同志社女子大学非常勤講師ほか●1月から京都府立文
化芸術会館で始まる連続講座「芸術は何処へ？」を聴きに行くのを楽しみ
にしているところです。

うちやま さちこ／アートマネージャー●振付家・ダンサーの砂連尾理さん
が東日本大震災後に創作した「猿とモルターレ」の大阪公演（3/10～11）に
向けて準備中です。高校生、映画監督の酒井耕さん、アーティストの小森
はるかさん、瀬尾夏美さんとの協働を楽しんでいます。

撮影：西泰宏

Gallery PARC での展示風景（撮影：麥生田兵吾）

年末年始休館のお知らせ
期間：2016年12月28日（水）－1月4日（水）

東京からうさぎストライプが来るとの由、未見の劇団

ではあったが名前のユニークさに惹かれ、寒空の下、

アトリエ劇研に向かった。

『みんなしねばいいのに』の始まりはハロウィンの日、

町中が馬鹿騒ぎに明け暮れる中、主人公のあきに好意

を寄せる営業マンが殺されるところから始まる。あきが

暮らすマンションには幽霊が住んでおり、その幽霊の

せいで、隣人のOLは日夜ぬいぐるみの怪現象に悩まさ

れている。どういうわけかハロウィンが終わってもハロ

ウィンは終わらず、仮装した人間が人を殺すことが当

たり前になり、なぜか羊が出てきて人間の子供を孕ま

せたり誰かが誰かを殴ったり、人を椅子に縄で縛った

りする。つまり暴力がエスカレートし連鎖してくのだが、

誰もそれを止めようとはしない…。

こうやって言葉にするとかなりグロテスクな作品のよ

うな気がしてくるし実際そうなのだが、上演に関してい

えば、表面上はかなりポップでチャーミングな印象を受

け手に与える。舞台上に散りばめられた可愛いぬいぐ

るみの数々や、かぼちゃの形に切り抜かれた色とりど

りの照明フィルター、格子模様の絨毯、そして何度もカ

ラオケで挿入される沢田研二や鈴木聖美に代表される

80sミュージック（時代が違う坂本慎太郎の楽曲も冒頭に使わ

れていたがちゃんと80sリヴァイバルを意識した「ナマで踊ろう」）

…非常に優れているのは、上記のような雰囲気の中で

徐々に不穏な会話やシーンが顔を覗かせてくるので、

ハロウィンが終わらないという事態の異常性が際立っ

て来る点だ。しかし受け手側からすれば異常なことが

うさぎストライプ『みんなしねばいいのに』
11月23日（水）－27日（日）

アトリエ劇研（京都市左京区）

生きていても最悪。
死んでいても最悪。

演劇

ピンク地底人3号

進行しているのに、登場人物たちはまるで何事もなかっ

たかのように日常を繰り返している。それがなかなか怖

い。怖いけど雰囲気はなんか可愛い。それはまさにう

さぎって可愛いけどよく見たら目が赤くて怖い…に通じ

るものがある。つまり実にうさぎストライプ的なのだと

思った。

個人的にこの作品の白眉は中盤だ。羊は恋人と一

緒に成り行き上、OLの部屋に居候し始める。それに我

慢ならなくなったOLは羊にハサミを突きつけ出て行く

よう、窓に追い詰める。羊はそのままマンション上階か

ら下に落ちてしまう。しかししばらくすると羊はまた部

屋に戻って来る。するとOLはまたハサミを突きつける。

再び羊は部屋から飛び降りる。このシークエンスが主

人公のあきのカラオケ中に何度も繰り返される。「シー

ンの繰り返し」は1992年、映画監督のクエンティン・タ

ランティーノが、ヒップホップの方法論を名作「レザボ

ア・ドッグス」に持ち込んで以降、現れた趣向と言って

いい。それはドイツのローラント・シンメルプフェニヒや

日本の柴幸男によって演劇に持ち込まれたわけだが効

果的に使用されことは少なく、スタイルの模倣に淫す

ることがしばしばだ。しかし今作での使い方には唸らさ

れた。羊が何度も死んで何度も生き返る一方、裏では

生者である人間が死者の仮装を纏って人を殺している

……劇のラストであきに幽霊が「生きているのも死んで

いるのも、案外変わんないよ？」と言うように、この「シー

ンの繰り返し」から立ち上がるのは生者と死者は実は

そんなに変わらないんじゃないか？という問いかけだ。

あきは嘆く。「ああ…じゃあ死んでも最悪じゃん…」。生

きていても最悪。死んでいても最悪……。　
（11月24日の回観劇）

ぴんくちていじんさんごう／演出家●最近、石原慎太郎の著作を読んで
います。政治家としてはヤバいけど、作家としては凄い人だったのだと
戦慄しています。

高橋悠治（イラスト：柳生弦一郎）

波多野睦美（photo：河野俊之） 栃尾克樹
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の人たちが選び、育んできたものを、この先の未来へどの

ように残し、何を伝えていくべきなのでしょうか。

伝統と向き合いながら創造に挑戦してきた「京都」という

土地の持つ力を、あらためて感じてみませんか。皆様のご

来場をお待ちしております。

展覧会
「京の文化絵巻Ⅱ～The Exhibition～」
会期： 1月10日（火）～2月7日（火）
 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南　
出展： 村山明（木工芸家・人間国宝）
 伊勢信子（立体造形作家）

明倫茶会「京の文化絵巻Ⅱ～The Tea～」
会期： 1月21日（土）13:00／15:00　
会場： 大広間　　
席主： 茂山あきら（狂言師）　

料金： 1,000円
定員： 各回40名（先着順／要事前申込）

シンポジウム
「京の文化絵巻Ⅱ～The Symposium～」
会期： 1月22日（日）13:30－16:00　
会場： 講堂
登壇：基調講演

近藤誠一（公益財団法人京都市芸術文化協会理事長）

パネラー
片山九郎右衛門（観世流能楽師）、小島冨佐江（京町
家再生研究会理事長）、続木創（株式会社進 堂々代表取
締役社長）、近藤誠一

コーディネーター：井上あさひ（NHK京都放送局アナウンサー）

料金： 無料　定員：200名（先着順／要事前申込）
※イベント欄（P2）もご覧ください

Kyo×Kyo Today vol.7
「ロマンティック・バリエーション」
日時： 2月1日（水）開場18:30 開演19:00　会場：講堂
出演： 中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子（ヴァイオリン）、小田拓也（ヴィオラ・

編曲）、渡邉正和（チェロ）、出原修司（コントラバス）、筒井祥夫（クラリ

ネット）、中野陽一朗（ファゴット）、ハラルド・ナエス（トランペット）、中山航介
（パーカッション）

料金： 一般前売1.800円／当日2,000円、学生1,000円（前売・当日共）

※イベント欄（P2）もご覧ください

展覧会では、彫刻から木工芸の世界へ転じ人間国宝

の認定を受けた村山明と、大小の金属彫刻を精力

的に制作する伊勢信子の作品を紹介します。拭
ふき

漆
うるし

の木工

作品の持つしっとりと柔らかな「水平の力」、硬くもしなや

かな金属彫刻の「垂直の力」―素材や質感などの異なる

要素が響きあう凛とした空気をご堪能ください。また今回

の展示では、絵画や版画など、各作家の普段とは異なる

手法の作品も登場します。

お茶会では、狂言師・茂山あきらが席主となっておも

てなしします。見立てはもちろん「笑」。なんと狂言以外の

手段をつかって！？あの手この手で皆さまの心をくすぐりま

す。あきら流の「笑」とは…？　はてさてどんなお茶会にな

りますか…乞うご期待！

シンポジウムでは、住環境や食文化まで視野をひろげ

「京都の美しい暮らし」と、その暮らしを支える文化の底流

について語り合います。私たちの「暮らし」の中に当然のよ

うに溶け込んでいるものごとにも、歴史や気候、人 の々気

風とともに京都独自に進化してきたものがあります。京都

今年のプログラムは、「ロマンティック・バ

リエーション」と題して、クラシックの名

曲から民族音楽、タンゴ、映画音楽まで、19

世紀後半から20世紀にかけてそれぞれの時

代に、世界各地で人気が沸騰した名曲たちが

勢ぞろい。ストリングス、木管、金管、打楽器

それぞれの音域と音色、響きが複雑にからみ

合い、耳に馴染みのある旋律やリズムを新感

覚で味わっていただけます。

奏者は、アニメ音楽からラテン、ジャズ、クラシッ

クまで幅広いジャンルの音楽を独自に編曲し、華

麗なテクニックで演奏することで知られるアンサ

ンブル・チーム「京都しんふぉにえった」のメンバー

たち。その息の合った演奏はもちろん、曲間の

ユーモアあふれる解説では奏者の人柄を存分に

うかがい知ることができて楽しめます。

昭和初期に建てられた元小学校のレトロな雰囲

気に包まれた講堂のなか、奏者の息遣いが届くほ

どの身近な距離で、9つの楽器が織りなす華やか

なアンサンブルとともに、心温まるひとときをぜひ

お過ごしください。
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京
みやこ

の文化絵巻Ⅱ

Kyo×Kyo Today vol.7
ロマンティック・バリエーション

京都芸術センターの指定管理者である公益財団法人京都市芸術
文化協会は今年で創立35周年を迎えます。その記念に協会を構
成する様 な々ジャンルのアーティストが総力をあげて、「京の文化
絵巻」と称した連続事業を、一年にわたってお届けしています。舞
台公演、トークイベントに続き、今回は展覧会とお茶会、シンポジウ
ムを通して、京都の芸術・文化にアプローチします。

京都市交響楽団と京都芸術センターのコラボレーショ
ン企画「Kyo×Kyo Today」。日本を代表するオーケスト
ラの一つである京都市交響楽団から集った奏者たち
が、毎回趣向を凝らしたプログラムで、音楽に酔いし
れる一夜をお届けする室内楽シリーズです。今回は、
弦・管・打楽器の奏者9名が、バラエティあふれる名曲
群にアレンジを加えて演奏します。

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

京都市交響楽団×京都芸術センター

京都を中心に活動するアーティストが所属する「芸文協」。京都芸術セン
ターを管理運営するこの財団について、あまりご存じないかもしれませ
ん。実は、京都芸術センターが幅広いジャンルのイベントを実施できるの
は、この会員の方々のおかげです。21分野260団体・個人の錚々たるメン
バーに支えられています。 草木マリ

「京響の今
い

日
ま

を聴く」をコンセプトに始まった「Kyo×Kyo 
Today」も今回で7回目ですが、なんとパーカッションが加わ
るのは初めてです。柔らかな空間と管弦楽の調べに、どのよ
うな響きが加わるのか、ぜひご体感ください！

西尾咲子（アートコーディネーター）

プログラム
サラサーテ ：ヴァイオリンとクラリネットのための「チゴイネルワイゼン」
ブラームス ：ハンガリー舞曲 第1・5・6番
バルトーク ：ルーマニア民俗舞曲
ゲーゼ ：タンゴ・ジェラシー
ロドリゲス ：ラ・クンパルシータ
ルグラン ：映画「シェルブールの雨傘」テーマによる変奏曲
シフリン ：映画「ミッション：インポッシブル」テーマによる狂詩曲

〔小田拓也 編曲〕

Kyo×Kyo Today vol.6

伊勢信子 「Relation 2002」

村山明 欅拭漆舟形盛器

R es Artisでは定期的に世界規模の

ミーティングを開催することで、今日

的課題を共有し、文化政策提言等へ活か

す活動を行っています。中東地域で初め

ての開催となった今回は、ヨーロッパ、中

東地域を中心にアジア、中米まで20ヶ国

以上が参加し、5日間にわたり熱のこもっ

た議論が展開されました。ミーティングのテーマは「Roots and Routes: Challenges and 

Opportunities of Connectivity」。特に、急激に変化する社会情勢にどのように対応していく

か、草の根活動としてのレジデンスの重要性などのトピックに注目が集まりました。

ミーティング前後のツアーではテヘラン市内のギャラリーやレジデンスを訪問してアーティ

ストと交流するなど、外からでは感じることのできないテヘランアートシーンの生の息遣いに

触れることができました。公的な支援が少ないテヘランでは、アーティストやキュレーターが

自分たちで場所をつくり、展覧会をするという場面が多いそうで、そうした中で活動するたく

ましさが印象に残りました。

京都市と京都芸術センターは、昨年度より継続的にアーティスト・イン・レジデンスに関する

シンポジウムを開催しています。2月4日に開催するシンポジウムでは、ネットワークをテーマ

に日本各地、またケニア、中国からもパネリストを招き、アーティスト・イン・レジデンスにおけ

るネットワークのあり方について考えます。

TO P I C  03

アーティスト・イン・レジデンスを運営する70ヶ国超の550もの団体・個人が加盟する世界最大のネットワー
ク組織、Res Artis（本部：アムステルダム）のミーティングがテヘラン（イラン）で開催され、メンバーである京都
芸術センターも参加しました。

RES ARTIS ミーティング in テヘラン
レポート

昨年度出張でブラジルに行った際に出会った人にイランで再会したり、ポーランドのレジデンスの人に今京都のアーティス
トが滞在してるのよ、と言われたり、世界の広さと狭さを再認識しました。 勝冶真美（プログラムディレクター）

アーティスト・イン・レジデンス シンポジウム2017
日時： 2月4日（土）13:30－17:00　会場：講堂

第1部  ディスカッション「移動することと創作活動」　13:30－15:00　
登壇者：James Muriuki（アーティスト、キュレーター）、劉璐姗（アーティスト）

三原聡一郎（アーティスト）

モデレーター：日沼禎子（女子美術大学准教授、陸前高田AIRプログラムディレクター）

第2部  ディスカッション「ネットワークの活用」　15:30－17:00　
登壇者：孫莉（A4 Art Museumエグゼクティブディレクター）、日沼禎子（女子美術大学准教授、陸前高

田AIRプログラムディレクター）、横堀ふみ（NPO法人DANCE BOXディレクター）、山本麻友美
（京都芸術センターチーフプログラムディレクター）

モデレーター：佐々木雅幸（文化庁文化芸術創造都市推進室長）

料金： 無料（先着順／要事前申込）
※逐次通訳あり　※イベント欄（P2）もご覧ください

ディスカッションの様子
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


